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「今
に
至
り
中
興
の
祖
…
」

ネ冨

田

八

貞Б

「今に至り中興の祖…」
。新 しい有馬晴信像の表出 福田 八郎

・佐世保の水道 一佐世保軍港水道のあゆみ一 ・・・・・ 山口日都志

・奥島家文書「とめ書翰」松浦静山の新史料を発見 豊島 幸子

・地方史研究会及び県内各加入団体の活動状況・・・・・・・・・・・・・・・・・
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新
し
い
有
馬
晴
信
像
の
表
出

平

成

二
十

四
年

せ
い
す
い

は
、
西
睡
島
原
半
島

を
領
地
と
し
た
日
野

江
城
主
有
馬
晴
信

の

没
後
四
百
年
忌
に
当

た
り
、
甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野
や
南
島
原

市
北
有
馬
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
込

め
た
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。
中
で
も

島
原
市

の
宮
本
次
人
氏
が
福
岡
市

・
海

鳥
社
か
ら

『
ド
ン

・
ジ

ョ
ア
ン
有
馬
晴

信
』
を
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
、
望
外
の
喜

び
で
あ

つ
た
ｃ
　

山石
波
書
店

一，日
本
史
年

表
」
第
七
刷
版
を
め
く
る
と
、
有
馬
晴
信

の
名
を
四
カ
所
に
見
い
だ
せ
る
。
　

天
正

十
年

一
月

・
「大
友

。
大
村

・
有
馬
３
氏
、

ロ
ー
マ
法
王
に
使
者
を
派
遣

（天
正
遣
欧

使
節
と
　
慶
長
十
三
年
十
二
月

・
「
有
馬

晴
信
の
商
船
の
乗
組
員
、
マ
カ
オ
で
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
と
衝
突
し
殺
さ
れ
る
」

慶
長

十
四
年
十
二
月

・
「
有
馬
晴
信
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
船

マ
ー
ド
レ
＝
デ
＝
デ
ウ
ス
号
を
撃

沈
す
る
」

慶
長
十
七
年
三
月

・
買
徳
川

家
康
）
有
馬
晴
信
に
切
腹
を
命
じ
、
岡
本

大
八
を
火
刑
に
す
る
」

い
ず
れ
の
事
項

も
日
本
史
上
特
筆
に
価
す
る
出
来
事
で
あ

ろ
う
し
、
そ
れ
と
共
に
日
本
史
上
に
有
馬

晴
信
の
名
を
見
い
だ
す
の
は
郷
里
の
誇
り

で
も
あ
る
。
そ
こ
で
少
し
く
有
馬
晴
信
の

事
象
を
考
察
し
、
新
し
い
晴
信
像
表
出
を

試
み
て
み
た
い
。
史
料
と
し
て
は

『藩
翰

譜
』
元
禄
十
五

（
一
七
〇
二
）
年
刊
、
『藤

原
有
馬
世
譜
』
文
化
三
２

八
〇
六
）年
刊
、

『国
乗
遺
聞
』
文
化
八

（
一
人

一
一
）
年
刊
、

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
文
化
九
（
一
八

一
二
）

年
刊
な
ど
の
中
で
、
『藤
原
有
馬
世
譜
穴
以

下

『世
譜
Ｌ

を
中
心
に
撰
び
、
こ
れ
に

対
応
す
る
に
、
フ
ロ
イ
ス
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
ら
宣
教
師
た
ち
の
報
告

・
書
簡
な
ど
を

適
宜
照
応
さ
せ
て
推
論
を
進
め
て
い
く
も

の
と
す
る
。
以
下
、
引
用
文
中
の
傍
線
部

の
検
討
に
よ
り
、
具
体
的
な
有
馬
晴
信
像

が
鮮
明
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

「御
霊
公

（大
祖
よ
り
十
五
代

・
有
馬

い
み
な

十
三
代
）
諄
は
晴
信
、
始
め
鎮
純
ま

た
鎮
貴
ま
た
久
賢
、
方
円
公
の
第
二

子
、
丘
雲
公
の
御
弟
、

御
母
は
家
臣
安
冨
越
中
入
道
得
円

の
女
に
て
、
丘
雲
公
御
同
母
、

（此
の
事
御
家
譜
に
洩
れ
た
れ
ど

も
鷹
屋
信
次
が
記
に
、
得
円
は
修
理

公
の
外
祖
父
な
り
と
記
す
る
を
証
と

す
）
永
禄
十
年
丁
卯
有
馬
に
て
御
誕

生

（此
の
時
方
円
公
御
年
四
十
七
、

丘
雲
公
御
年
十
八
）
御
童
名
十
郎
、

の
ち
従
五
位
下
に
叙
し
修
理
大
夫
に

次

。事務局より


